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(57)【要約】
【課題】印刷対象の画像の寸法に対応する推奨寸法の用
紙が収容されている用紙収容部がない場合にどの寸法の
用紙をどの用紙収容部に収容すべきかを推奨寸法の用紙
を収容不能な用紙収容部を除外して示す。
【解決手段】印刷装置は、推奨サイズの印刷用紙を収容
可能な給紙トレイをＡＰＳ対象トレイとして特定し（Ｓ
１０６）、推奨サイズの印刷用紙が収容されているＡＰ
Ｓ対象トレイがある場合、推奨サイズの印刷用紙を収容
しているＡＰＳ対象トレイ、に収容されている印刷用紙
に画像を印刷する（Ｓ１０９）。一方、推奨サイズの印
刷用紙が収容されているＡＰＳ対象トレイがない場合、
特定したＡＰＳ対象トレイのトレイ番号と、推奨サイズ
と、を表示する（Ｓ１１０）。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の用紙収容部それぞれにおいて収容可能な印刷用紙の用紙寸法を示す寸法情報に基
づいて、前記複数の用紙収容部のうちで、印刷対象の画像の寸法に対応する用紙寸法であ
る推奨寸法の印刷用紙を収容可能な用紙収容部を選択候補収容部として特定する特定手段
と、
　前記推奨寸法の印刷用紙が収容されている選択候補収容部がある場合、前記推奨寸法の
印刷用紙を収容している選択候補収容部、に収容されている印刷用紙への前記印刷対象の
画像の印刷を印刷部に行わせる印刷制御手段と、
　前記推奨寸法の印刷用紙が収容されている選択候補収容部がない場合、前記特定手段に
より特定された選択候補収容部それぞれを示す情報と、前記推奨寸法を示す情報と、を表
示部に表示させる表示制御手段と、
　を含む印刷装置。
【請求項２】
　前記印刷制御手段は、
　前記推奨数法の印刷用紙を収容している選択候補収容部、に収容されている印刷用紙へ
の両面印刷を印刷部に行わせ、
　前記特定手段は、
　前記寸法情報と、前記複数の用紙収容部のそれぞれに収容されている印刷用紙の紙質を
示す情報と、に基づいて、前記推奨寸法の印刷用紙を収容可能であり、且つ、予め定めら
れた紙質の印刷用紙を収容していない用紙収容部、を選択候補収容部として特定すること
、
　を特徴とする請求項１に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記特定手段は、
　前記寸法情報と、前記複数の用紙収容部それぞれにつき選択候補収容部としない設定が
なされているか否かを示す情報と、に基づいて、前記複数の用紙収容部のうちで、前記推
奨寸法の印刷用紙を収容可能であり且つ前記設定がなされていない用紙収容部、を選択候
補収容部として特定すること、
　を特徴とする請求項１に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記特定手段は、
　前記寸法情報と、前記複数の用紙収容部それぞれの状態を示す情報と、に基づいて、前
記複数の用紙収容部のうちで、前記推奨寸法の印刷用紙を収容可能であり、且つ、故障状
態にない用紙収容部、を選択候補収容部として特定すること、
　を特徴とする請求項１に記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記印刷制御手段は、
　第１の印刷指示操作がなされた場合、前記推奨寸法の印刷用紙を収容している選択候補
収容部、に収容されている印刷用紙への片面印刷を印刷部に行わせ、第２の印刷指示がな
された場合、前記推奨寸法の印刷用紙を収容している選択候補収容部、に収容されている
印刷用紙への両面印刷を印刷部に行わせ、
　前記特定手段は、
　前記第１の印刷指示がなされた場合、前記寸法情報に基づいて、前記推奨寸法の印刷用
紙を収容可能な用紙収容部を選択候補収容部として特定し、前記第２の印刷指示がなされ
た場合、前記寸法情報と、前記複数の用紙収容部のそれぞれに収容されている印刷用紙の
紙質を示す情報と、に基づいて、前記推奨寸法の印刷用紙を収容可能であり、且つ、前記
予め定められた紙質の印刷用紙を収容していない用紙収容部を選択候補収容部として特定
すること、
　を特徴とする請求項２に記載の印刷装置。
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【請求項６】
　前記表示制御手段は、
　前記第２の印刷指示がなされた場合において、前記推奨寸法の印刷用紙が収容されてい
る選択候補収容部がない場合、前記予め定められた紙質を示す情報を前記表示部に表示さ
せること、
　を特徴とする請求項５に記載の印刷装置。
【請求項７】
　前記印刷装置は、
　前記複数の用紙収容部のうちに、前記推奨寸法の印刷用紙を収容可能であり且つ前記設
定がなされていない用紙収容部がない場合、前記推奨寸法の印刷用紙を収容可能であり且
つ前記設定がなされている用紙収容部を示す情報を、前記表示部に表示させる手段、
　をさらに含むことを特徴とする請求項３に記載の印刷装置。
【請求項８】
　複数の用紙収容部それぞれにおいて収容可能な印刷用紙の用紙寸法を示す寸法情報に基
づいて、前記複数の用紙収容部のうちで、印刷対象の画像の寸法に対応する用紙寸法であ
る推奨寸法の印刷用紙を収容可能な用紙収容部を選択候補収容部として特定する特定手段
、
　前記推奨寸法の印刷用紙が収容されている選択候補収容部がある場合、前記推奨寸法の
印刷用紙を収容している選択候補収容部、に収容されている印刷用紙への前記印刷対象の
画像の印刷を印刷部に行わせる印刷制御手段、
　前記推奨寸法の印刷用紙が収容されている選択候補収容部がない場合、前記特定手段に
より特定された選択候補収容部それぞれを示す情報と、前記推奨寸法を示す情報と、を表
示部に表示させる表示制御手段、
　としてコンピュータを機能させるためのプログラム。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷装置、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１には、複数の給紙トレイを備えた画像形成装置が開示されている。特許
文献１によれば、この画像形成装置は、印刷要求データサイズと一致する用紙サイズを収
容している給紙トレイが存在しない場合、その旨をエラー表示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２３８３０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、印刷対象の画像の寸法に対応する推奨寸法の用紙が収容されている用
紙収容部がない場合に、推奨寸法の用紙を収容可能な用紙収容部を示すことである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の印刷装置は、複数の用紙収容部それぞれ
において収容可能な印刷用紙の用紙寸法を示す寸法情報に基づいて、前記複数の用紙収容
部のうちで、印刷対象の画像の寸法に対応する用紙寸法である推奨寸法の印刷用紙を収容
可能な用紙収容部を選択候補収容部として特定する特定手段と、前記推奨寸法の印刷用紙
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が収容されている選択候補収容部がある場合、前記推奨寸法の印刷用紙を収容している選
択候補収容部、に収容されている印刷用紙への前記印刷対象の画像の印刷を印刷部に行わ
せる印刷制御手段と、前記推奨寸法の印刷用紙が収容されている選択候補収容部がない場
合、前記特定手段により特定された選択候補収容部それぞれを示す情報と、前記推奨寸法
を示す情報と、を表示部に表示させる表示制御手段と、を含む。
【０００６】
　また、請求項２に記載の印刷装置は、請求項１に記載の印刷装置において、前記印刷制
御手段が、前記推奨数法の印刷用紙を収容している選択候補収容部、に収容されている印
刷用紙への両面印刷を印刷部に行わせ、前記特定手段が、前記寸法情報と、前記複数の用
紙収容部のそれぞれに収容されている印刷用紙の紙質を示す情報と、に基づいて、前記推
奨寸法の印刷用紙を収容可能であり、且つ、予め定められた紙質の印刷用紙を収容してい
ない用紙収容部、を選択候補収容部として特定すること、を特徴としている。
【０００７】
　また、請求項３に記載の印刷装置は、請求項１に記載の印刷装置において、前記特定手
段が、前記寸法情報と、前記複数の用紙収容部それぞれにつき選択候補収容部としない設
定がなされているか否かを示す情報と、に基づいて、前記複数の用紙収容部のうちで、前
記推奨寸法の印刷用紙を収容可能であり且つ前記設定がなされていない用紙収容部、を選
択候補収容部として特定すること、を特徴としている。
【０００８】
　また、請求項４に記載の印刷装置は、請求項１に記載の印刷装置において、前記特定手
段は、前記寸法情報と、前記複数の用紙収容部それぞれの状態を示す情報と、に基づいて
、前記複数の用紙収容部のうちで、前記推奨寸法の印刷用紙を収容可能であり、且つ、故
障状態にない用紙収容部、を選択候補収容部として特定すること、を特徴としている。
【０００９】
　また、請求項５に記載の印刷装置は、請求項２に記載の印刷装置において、前記印刷制
御手段が、第１の印刷指示操作がなされた場合、前記推奨寸法の印刷用紙を収容している
選択候補収容部、に収容されている印刷用紙への片面印刷を印刷部に行わせ、第２の印刷
指示がなされた場合、前記推奨寸法の印刷用紙を収容している選択候補収容部、に収容さ
れている印刷用紙への両面印刷を印刷部に行わせ、前記特定手段が、前記第１の印刷指示
がなされた場合、前記情報に基づいて、前記推奨寸法の印刷用紙を収容可能な用紙収容部
を選択候補収容部として特定し、前記第２の印刷指示がなされた場合、前記情報と、前記
複数の用紙収容部のそれぞれに収容されている印刷用紙の紙質を示す情報と、に基づいて
、前記推奨寸法の印刷用紙を収容可能であり、且つ、予め定められた紙質の印刷用紙を収
容していない用紙収容部を選択候補収容部として特定すること、を特徴としている。
【００１０】
　また、請求項６に記載の印刷装置は、請求項５に記載の印刷装置において、前記表示制
御手段が、前記第２の印刷指示がなされた場合において、前記推奨寸法の印刷用紙が収容
されている選択候補収容部がない場合、前記予め定められた紙質を示す情報を前記表示部
に表示させるようにしたことを特徴としている。
【００１１】
　また、請求項７に記載の印刷装置は、請求項３に記載の印刷装置に、前記複数の用紙収
容部のうちに、前記推奨寸法の印刷用紙を収容可能であり且つ前記設定がなされていない
用紙収容部がない場合、前記推奨寸法の印刷用紙を収容可能であり且つ前記設定がなされ
ている用紙収容部を示す情報を、前記表示部に表示させる手段、をさらに備えさせたこと
を特徴としている。
【００１２】
　上記課題を解決するために、請求項８に記載のプログラムは、複数の用紙収容部それぞ
れにおいて収容可能な印刷用紙の用紙寸法を示す寸法情報に基づいて、前記複数の用紙収
容部のうちで、印刷対象の画像の寸法に対応する用紙寸法である推奨寸法の印刷用紙を収
容可能な用紙収容部を選択候補収容部として特定する特定手段、前記推奨寸法の印刷用紙
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が収容されている選択候補収容部がある場合、前記推奨寸法の印刷用紙を収容している選
択候補収容部、に収容されている印刷用紙への前記印刷対象の画像の印刷を印刷部に行わ
せる印刷制御手段、前記推奨寸法の印刷用紙が収容されている選択候補収容部がない場合
、前記特定手段により特定された選択候補収容部それぞれを示す情報と、前記推奨寸法を
示す情報と、を表示部に表示させる表示制御手段、としてコンピュータを機能させるため
のプログラムである。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１、８の発明によれば、印刷対象の画像の寸法に対応する推奨寸法の用紙が収容
されている用紙収容部がない場合に推奨寸法の用紙を収納可能な用紙収容部を示すことが
できる。
【００１４】
　また、請求項２の発明によれば、推奨寸法の用紙が収容されている用紙収容部がない場
合に、推奨寸法の用紙を収納可能であり且つ両面印刷に使用することができない紙質の用
紙（例えば、厚紙）を収納してない用紙収容部を示すことができる。
【００１５】
　また、請求項３の発明によれば、推奨寸法の用紙が収容されている用紙収容部がない場
合に、推奨寸法の用紙を収納可能であり且つ例えばＡＰＳ(Auto Paper Selection)機能の
適用対象外とする設定がなされていない用紙収容部を示すことができる。
【００１６】
　また、請求項４の発明によれば、推奨寸法の用紙が収容されている用紙収容部がない場
合に、推奨寸法の用紙を収納可能であり且つ故障していない用紙収容部を示すことができ
る。
【００１７】
　また、請求項５の発明によれば、印刷対象の画像の印刷方式を考慮して、推奨寸法の用
紙が収容されている用紙収容部がない場合に示すべき用紙収容部を変えることができる。
【００１８】
　また、請求項６の発明によれば、どの紙質の用紙を収容すべきかを案内できる。
【００１９】
　また、請求項７の発明によれば、例えばＡＰＳ機能の適用対象外とする設定を外すこと
で印刷対象の画像の印刷に使用可能となる用紙収容部を、示すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】印刷装置のハードウェア構成を示す図である。
【図２】印刷装置のハードウェア構成を示す図である。
【図３】原稿台を説明するための図である。
【図４】用紙サイズテーブルの一例を示す図である。
【図５】属性テーブルの一例を示す図である。
【図６】印刷装置にて実行される処理を示すフロー図である。
【図７Ａ】印刷装置にて実行される処理を示すフロー図である。
【図７Ｂ】印刷装置にて実行される処理を示すフロー図である。
【図８】表示部の表示内容の一例を示す図である。
【図９】表示部の表示内容の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態の例について図面に基づき詳細に説明する。
【００２２】
　図１及び図２は、本発明の実施形態に係る印刷装置１のハードウェア構成を示す図であ
る。図２に示すように、印刷装置１は、制御部２を備える。制御部２は、マイクロプロセ
ッサ及びマイクロコンピュータ等であり、後述する記憶部４に記憶されるプログラムに従
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い、情報処理を実行したり他の構成要素を制御したりする。また、印刷装置１は、記憶部
４を備える。記憶部４は、ＲＯＭ及びＲＡＭにより実現され、上記プログラムを記憶して
いる。本実施形態の場合、上記プログラムは、コンピュータ読み取り可能な情報記憶媒体
から読み出されて記憶部４に記憶される。なお、上記プログラムは、インターネット等の
ネットワークからダウンロードされて記憶部４に記憶されてもよい。
【００２３】
　記憶部４に記憶される他の情報については後述する。
【００２４】
　また、印刷装置１は、操作入力部６を備える。本実施形態の場合、操作入力部６は、印
刷装置１の壁面に設けられた操作ボタンであり、ユーザが行った操作内容を示す情報を制
御部２に出力する。また、印刷装置１は、表示部８を備える。表示部８は、印刷装置１の
壁面に設けられたディスプレイであり、制御部２の命令に従って情報を表示する。
【００２５】
[原稿読み取り装置]
　また、図１及び図２に示すように、印刷装置１は、原稿読み取り装置１０を備える。原
稿読み取り装置１０は、紙原稿の表面を光学的に読み取る。
【００２６】
　本実施形態の場合、原稿読み取り装置１０は、原稿台１２、ＡＤＦ(Auto Document Fee
der)部１４、画像読取ユニット１６、及びセンサ部１８等からなる。図３は、原稿台１２
を説明するための図であり、原稿台１２を上方から見た図である。原稿台１２には、ユー
ザにより複写対象の紙原稿１００の束が設置される。本実施形態では、原稿台１２に、紙
原稿１００の設置を案内する一対のガイド１２ａ，１２ｂが設けられている。ユーザは、
ガイド１２ａとガイド１２ｂとをＸ方向に移動させて、両ガイド間のＸ方向の幅を、設置
した紙原稿１００のＸ方向の幅に合わせる。こうして、原稿台１２に紙原稿１００を設置
した上で、ユーザは、操作入力部６を用いて、コピーの実行を指示するコピー実行操作を
行う。すなわち、ユーザは、操作入力部６を用いて、印刷倍率及び印刷方式（すなわち、
片面印刷、両面印刷の別）を入力し、コピーの実行を指示する。
【００２７】
　以下、印刷方式として片面印刷が入力されたときのコピー実行操作のことを通常コピー
実行操作と表記し、印刷方式として両面印刷が入力されたときのコピー実行操作のことを
特別コピー実行操作と表記する場合がある。
【００２８】
　ＡＤＦ部１４は、コピー実行操作が行われた場合に、制御部２の命令に従い、その内部
に備えられた用紙搬送ローラ群を駆動させ、原稿台１２に設置された紙原稿１００一枚一
枚を順次、画像読取ユニット１６へと搬送する。なお、紙原稿１００は、Ｙ方向（図３参
照）へと引き込まれることとなる。
【００２９】
　画像読取ユニット１６は、制御部２の命令に従い、ＡＤＦ部１４から搬送される紙原稿
１００の表面を光学的に読み取り、読み取った画像を示す画像信号を制御部２に渡す。本
実施形態の場合、画像読取ユニット１６は、Ｘ方向（図３参照）に伸びるガラスプレート
と、このガラスプレートを通過する紙原稿１００に向けこのガラスプレートの背面から光
を照射する光源と、紙原稿１００に照射された光の反射光を受光するＣＣＤイメージセン
サと、を備えている。ＣＣＤイメージセンサから出力される画像信号が制御部２に渡され
る。
【００３０】
　画像信号は、制御部２により印刷倍率に基づいて処理され、印刷対象の画像を示す画像
データが生成されることになる。
【００３１】
　センサ部１８は、原稿台１２に設置された紙原稿１００の用紙サイズを特定するための
センサ群である。本実施形態の場合、センサ部１８は、図３に示すように、原稿台１２の
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内部に設けられたセンサ１８ａを含む。センサ１８ａは、ガイド１２ａとガイド１２ｂと
の間の幅、すなわち、紙原稿１００のＸ方向の幅を示す信号を制御部２に渡す。また、セ
ンサ部１８は、原稿台１２の表面に設けられた２つのセンサ１８ｂを含む。各センサ１８
ｂは、紙原稿１００に覆われているか否かを示す信号を制御部２に渡す。どのセンサ１８
ｂが紙原稿１００に覆われているか否かによって、紙原稿１００のＹ方向の幅が分かる。
【００３２】
[画像形成装置]
　また、図１及び図２に示すように、印刷装置１は、画像形成装置２０を備える。画像形
成装置２０は、印刷対象の画像を印刷用紙に印刷する。
【００３３】
　本実施形態の場合、画像形成装置２０は、図１に示すように、印刷用紙が収容される５
つの給紙トレイ２２（給紙トレイ（１）～給紙トレイ（５））を備えている。各給紙トレ
イ２２が「用紙収容部」に相当する。
【００３４】
　各給紙トレイ２２に収容可能な印刷用紙の用紙サイズは予め決まっている。記憶部４に
は、各給紙トレイ２２に収容可能な印刷用紙の用紙サイズを示す用紙サイズテーブルが記
憶されている。図４は、用紙サイズテーブルの一例を示す図である。用紙サイズテーブル
は、給紙トレイフィールドと、用紙サイズフィールドと、を含む。給紙トレイフィールド
には、各給紙トレイ２２のトレイ番号が格納される。また、用紙サイズフィールドには、
給紙トレイフィールドに格納されるトレイ番号に関連づけて、そのトレイ番号の給紙トレ
イ２２に収容可能な用紙サイズのＩＤが格納される。例えば、図４によれば、給紙トレイ
（１）には、Ａ３サイズ、Ａ４サイズ、Ｂ４サイズ、及びＢ３サイズ等の定型サイズの印
刷用紙が収容可能である。また、給紙トレイ（５）には、不定型の印刷用紙が収容可能で
ある。言い換えれば、給紙トレイ（５）には、極端に小さいサイズや極端に大きいサイズ
を除いて、どのサイズの印刷用紙も収容可能である。
【００３５】
　また、記憶部４には、各給紙トレイ２２の属性を示す属性テーブルが記憶されている。
図５は、属性テーブルの一例を示す図である。属性テーブルは、各給紙トレイ２２が故障
中であるか否かを示す。すなわち、属性テーブルは、給紙トレイフィールドと、状態フィ
ールドと、を含む。給紙トレイフィールドには、各給紙トレイ２２のトレイ番号が格納さ
れる。また、状態フィールドには、給紙トレイフィールドに格納されるトレイ番号に関連
づけて、そのトレイ番号の給紙トレイ２２が故障中であるか否かを示す状態フラグが格納
される。「故障中」が給紙トレイ２２が故障中であることを示し、「正常」が給紙トレイ
２２が故障中でないことを示す。
【００３６】
　また、属性テーブルは、各給紙トレイ２２に収容されている印刷用紙の紙質も示す。す
なわち、属性テーブルは、紙質フィールドも含む。紙質フィールドには、給紙トレイフィ
ールドに格納されるトレイ番号に関連づけて、そのトレイ番号の給紙トレイ２２に収容さ
れている印刷用紙の紙質を示す情報が格納される。本実施形態の場合、紙質フィールドに
格納される情報は、ユーザにより入力される。なお、「厚紙」は両面印刷には用いられな
い。
【００３７】
　また、属性テーブルは、各給紙トレイ２２に収容されている印刷用紙の用紙サイズも示
す。すなわち、属性テーブルは、用紙サイズフィールドも含む。用紙サイズフィールドに
は、給紙トレイフィールドに格納されるトレイ番号に関連づけて、そのトレイ番号の給紙
トレイ２２に収容されている印刷用紙の用紙サイズのＩＤが格納される。但し、収容され
ている印刷用紙の用紙サイズが、「Ａ４」サイズ、「Ａ３」サイズ、及び「Ｂ４」サイズ
等の定型サイズでない場合、印刷用紙の主走査方向の幅及び副走査方向の幅そのものが格
納される。本実施形態の場合、用紙サイズフィールドに格納される情報は、ユーザにより
入力される。なお、印刷用紙の用紙サイズを検知するセンサが各給紙トレイに設けられて
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いる場合、各センサにより検知された用紙サイズが用紙サイズフィールドに格納されても
よい。
【００３８】
　また、属性テーブルは、各給紙トレイ２２に関しＡＰＳ(Auto Paper Selection)機能の
適用対象外とする設定がなされているか否かも示す。すなわち、属性テーブルは、適用対
象フィールドも含む。適用対象フィールドには、給紙トレイフィールドに格納されるトレ
イ番号に関連づけて、そのトレイ番号の給紙トレイ２２にＡＰＳ機能の適用対象外とする
設定がなされているか否かを示す適用対象フラグが格納される。「適用対象外」が、ＡＰ
Ｓ機能の適用対象外とする設定がなされていることを示し、「適用対象」が、ＡＰＳ機能
の適用対象外とする設定がなされていないことを示す。ユーザは、操作入力部６を操作す
ることで、適宜、所望の給紙トレイ２２に対してＡＰＳ機能の適用対象外とする設定を行
ったり、給紙トレイ２２になされている該設定を解除したりする。
【００３９】
　また、図１及び図２に示すように、画像形成装置２０は、用紙搬送路２５に沿って設置
された複数の搬送ローラ２４を備えている。搬送ローラ２４は、制御部２の命令に従って
駆動し、いずれかの給紙トレイ２２に収容される印刷用紙を後述する画像形成ユニット２
６へと搬送する。
【００４０】
　また、図１及び図２に示すように、画像形成装置２０は、画像形成ユニット２６（印刷
部）を備える。画像形成ユニット２６は、制御部２の命令に従い、印刷対象の画像を、搬
送ローラ２４から搬送された印刷用紙に印刷する。本実施形態の場合、画像形成ユニット
２６は、感光体ドラム、転写ローラ、及び定着器などを備え、帯電された感光体ドラムに
形成されるトナー像を、転写ローラで印刷用紙に転写し、定着器で転写したトナー像を定
着させる。なお、画像形成ユニット２６は、通常コピー実行操作が行われた場合には、印
刷対象の画像を、印刷用紙の片面に印刷し、特別コピー実行操作が行われた場合には、印
刷対象の画像２つを、印刷用紙の両面に印刷する。印刷用紙は、排出トレイ２８（図１参
照）に排出される。
【００４１】
[処理]
　次に、コピー実行操作が行われた場合に、上記プログラムに従い制御部２が実行する処
理について説明する。図６は、コピー実行操作が行われた場合に、制御部２が実行する処
理を示すフロー図である。
【００４２】
　まず、制御部２は、原稿台１２に設置されている紙原稿１００の原稿サイズをセンサ部
１８からの信号に基づいて特定するとともに、特定した原稿サイズと、ユーザにより入力
された印刷倍率と、に基づいて印刷対象の画像の画像サイズを前もって算出する（Ｓ１０
１）。本実施形態の場合、制御部２は、予め定められた算出アルゴリズムに従い、印刷対
象の画像の主走査方向の幅及び副走査方向の幅を算出する。
【００４３】
　そして、制御部２は、算出した画像サイズに基づいて、該画像サイズに対応する用紙サ
イズを推奨サイズとして特定する（Ｓ１０２）。すなわち、制御部２は、予め定められた
アルゴリズムに従い、印刷対象の画像を印刷すべき印刷用紙の用紙サイズを推奨サイズと
して特定する。例えば、紙原稿１００の原稿サイズが「Ａ４」であり、且つ、印刷倍率が
「１００％」である場合、「Ａ４」サイズが推奨サイズとして特定されることとなる。な
お、Ｓ１０２では原則、定型サイズが推奨サイズとして特定される。但し、紙原稿１００
の原稿サイズによっては（例えば、紙原稿１００が不定型の紙原稿である場合）、定型サ
イズが推奨サイズとして特定されず、不定型サイズが推奨サイズとして特定される。すな
わち、主走査方向の幅及び副走査方向の幅そのものが推奨サイズとして特定される。
【００４４】
　そして、制御部２（特定手段）は、用紙サイズテーブル（図４参照）を、記憶部４から
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読み出す（Ｓ１０３）。そして、制御部２（特定手段）は、用紙サイズテーブルを参照し
て、給紙トレイ（１）～給紙トレイ（５）のうちで、推奨サイズの印刷用紙が収容可能な
給紙トレイ２２を特定する（Ｓ１０４）。なお、本実施形態の場合、収容可能な用紙サイ
ズが「不定型」（図４参照）である給紙トレイ２２は、Ｓ１０４で必ず特定される。なお
、主走査方向の幅及び副走査方向の幅そのものが推奨サイズとして特定された場合、収容
可能な用紙サイズが「不定型」（図４参照）である給紙トレイ２２のみが、Ｓ１０４で特
定される。
【００４５】
　そして、制御部２（特定手段）は、属性テーブル（図５参照）を、記憶部４から読み出
す（Ｓ１０５）。そして、制御部２（特定手段）は、属性テーブルを参照し、Ｓ１０４で
特定した給紙トレイ２２のうちで、上記ＡＰＳ機能の適用対象となるＡＰＳ対象トレイ（
選択候補収容部に相当）を特定する（Ｓ１０６）。すなわち、通常コピー実行操作が行わ
れた場合、Ｓ１０６で制御部２は、図７Ａに示す処理を実行し、特別コピー実行操作が行
われた場合、Ｓ１０６で制御部２は、図７Ｂに示す処理を実行する。
【００４６】
　まず、図７Ａについて説明する。制御部２は、Ｓ１０４で特定した給紙トレイ２２を、
トレイ番号の昇順でソートする（Ｓ１０６Ａ）。そして、制御部２は、ソート順序が一番
目の給紙トレイ[１]から順番に、Ｓ１０６Ｂ、Ｓ１０６Ｃ、及びＳ１０６Ｄのステップを
実行する。すなわち、制御部２は、属性テーブルを参照して、給紙トレイ[ｉ]が故障中で
あるか否かを判定する（Ｓ１０６Ｂ）。また、制御部２は、給紙トレイ[ｉ]が故障中でな
い場合（Ｓ１０６ＢのＮ）、属性テーブルを参照して、給紙トレイ[ｉ]にＡＰＳ機能の適
用対象外とする設定がなされているか否かを判定する（Ｓ１０６Ｃ）。また、制御部２は
、給紙トレイ[ｉ]にＡＰＳ機能の適用対象外とする設定がなされていない場合（Ｓ１０６
ＣのＮ）、給紙トレイ[ｉ]のトレイ番号を、ＡＰＳ対象トレイのトレイ番号として記憶部
４に保存する（Ｓ１０６Ｄ）。
【００４７】
　なお、給紙トレイ[ｉ]が故障中である場合（Ｓ１０６ＢのＹ）、又は、給紙トレイ[ｉ]
にＡＰＳ機能の適用対象外とする設定がなされている場合（Ｓ１０６ＣのＹ）、制御部２
は、次の給紙トレイに関し、Ｓ１０６Ｂ以降のステップを実行する。
【００４８】
　次に、図７Ｂについて説明する。図７Ｂに示すように、特別コピー実行操作が行われた
場合も、通常コピー実行操作が行われた場合と同様に（図７Ａ参照）、Ｓ１０６Ａ、Ｓ１
０６Ｂ、Ｓ１０６Ｃ、及びＳ１０６Ｄが実行される。但し、この場合、これらのステップ
に加えてＳ１０６ａのステップが実行され、Ｓ１０６ａで制御部２が、属性テーブルを参
照し、給紙トレイ[ｉ]に収容されている印刷用紙の紙質が「厚紙」であるか否かを判定す
る（Ｓ１０６ａ）。厚紙は両面印刷に用いられないからである。そして、給紙トレイ[ｉ]
が故障中でなく（Ｓ１０６ＢのＮ）、且つ、給紙トレイ[ｉ]に厚紙が収容されておらず（
Ｓ１０６ａのＮ）、且つ、給紙トレイ[ｉ]にＡＰＳ機能の適用対象外とする設定がなされ
ていない場合（Ｓ１０６ＣのＮ）、Ｓ１０６Ｄで制御部２が、給紙トレイ[ｉ]のトレイ番
号を、ＡＰＳ対象トレイのトレイ番号として記憶部４に保存する。
【００４９】
　こうして、ＡＰＳ対象トレイが特定される。続いて、Ｓ１０７以降のステップが実行さ
れる。
【００５０】
　すなわち、制御部２は、記憶部４に記憶される全ＡＰＳ対象トレイのトレイ番号を読み
出し、ＡＰＳ対象トレイをそのトレイ番号の昇順でソートする（Ｓ１０７）。そして、制
御部２は、ソート順序が一番目のＡＰＳ対象トレイ[１]から順番に、Ｓ１０８のステップ
を実行する。すなわち、Ｓ１０８で制御部２は、属性テーブルを参照し、ＡＰＳ対象トレ
イ[ｊ]に収容されている印刷用紙の用紙サイズが推奨サイズと一致するか否かを判定する
（Ｓ１０８）。
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【００５１】
　ＡＰＳ対象トレイ[ｊ]に収容されている印刷用紙の用紙サイズが推奨サイズと一致しな
い場合（Ｓ１０８のＮ）、制御部２は、次のＡＰＳ対象トレイについてＳ１０８のステッ
プを実行する。推奨サイズの印刷用紙を収容しているＡＰＳ対象トレイがない場合、全Ａ
ＰＳ対象トレイについてＳ１０８のステップが実行された後、Ｓ１１０のステップが実行
される。
【００５２】
　一方、ＡＰＳ対象トレイ[ｊ]に収容されている印刷用紙の用紙サイズが推奨サイズと一
致する場合（Ｓ１０８のＹ）、すなわち、推奨サイズの印刷用紙が収容されているＡＰＳ
対象トレイがある場合、制御部２は、Ｓ１１０のステップを実行せずに、Ｓ１０９のステ
ップを実行する。
【００５３】
　Ｓ１０９では、制御部２は、原稿台１２に設置されている紙原稿１００のコピーを実行
する（Ｓ１０９）。すなわち、Ｓ１０９で制御部２は、ＡＤＦ部１４を駆動させ、原稿台
１２に設定されている紙原稿１００一枚一枚を順次、画像読取ユニット１６へと搬送する
。また、Ｓ１０９で制御部２は、画像読み取りユニット１６から供給される画像信号を印
刷倍率に基づき処理することで、印刷対象の画像一枚一枚の画像データを生成する。また
、Ｓ１０９で制御部２（印刷制御手段）は、搬送ローラ２４を駆動させ、ＡＰＳ対象トレ
イ[ｊ]に収容される印刷用紙を画像形成ユニット２６へと搬送し、生成した画像データに
基づいて、ＡＰＳ対象トレイ[ｊ]から搬送されてきた印刷用紙への印刷対象の画像の印刷
を、画像形成ユニット２６に行わせる。ここで、制御部２は、通常コピー実行操作が行わ
れたとき、印刷対象の画像の片面印刷を画像形成ユニット２６に行わせ、特別コピー実行
操作が行われたとき、印刷対象の画像の両面印刷を画像形成ユニット２６に行わせる。
【００５４】
　一方、Ｓ１１０では、制御部２（表示制御手段）は、推奨サイズと、全ＡＰＳ対象トレ
イのトレイ番号と、を表示部８に表示させる（Ｓ１１０）。図８は、Ｓ１１０における表
示部８の表示内容の一例を示す図である。上方に記載の図は、推奨サイズが定型サイズで
ある場合の表示内容の一例を示し、下方に推奨サイズが定型サイズでない場合の表示内容
を一例を示す。同図に示すように、表示部８には、推奨サイズ３０と、全ＡＰＳ対象トレ
イのトレイ番号３２と、が表示される。上方の図では、推奨サイズ３０が定型サイズであ
るので、推奨サイズ３０のＩＤが表示され、下方の図では、推奨サイズ３０が定型サイズ
でないので、主走査方向の幅及び副走査方向の幅が表示されている。表示部８を参照した
ユーザは、表示部８に表示される用紙サイズの印刷用紙を、表示部８に表示されるトレイ
番号の給紙トレイ２２に収容すべきことが分かる。なお、本実施形態の場合、表示部８の
行数がわずか四行に制限されている。そのため、推奨サイズ３０とトレイ番号３２とが一
行で表示される。
【００５５】
　なお、特別コピー実行操作が行われたとき（両面印刷が行われるとき）、Ｓ１１０で制
御部２は、推奨サイズと、全ＡＰＳ対象トレイのトレイ番号だけでなく、両面印刷で用い
られない紙質（すなわち、「厚紙」）を示す情報も、表示部８に表示する。図９は、特別
コピー実行操作が行われたときのＳ１１０における表示部８の表示内容の一例を示す図で
ある。同図に示すように、表示部８には、厚紙を示す文字列３４が表示されている。表示
部８を参照したユーザは、表示部８に表示される用紙サイズを有する厚紙以外の印刷用紙
を、表示部８に表示されるトレイ番号の給紙トレイ２２に収容すべきことが分かる。
【００５６】
　なお、本発明の実施形態は、上記実施形態だけに限らない。
【００５７】
　例えば、紙原稿の表面を光学的に読み取る機能を有しているのであれば、どのような原
稿読み取り装置（例えば、ＡＤＦ部１４を備えていない原稿読み取り装置）が原稿読み取
り装置１０として印刷装置１に備えられていてもよい。
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【００５８】
　また、例えば、印刷対象の画像は、原稿読み取り装置１０が読み取った画像だけに限ら
ない。すなわち、本発明は、図示しないクライアント装置から受信した印刷データ（例え
ば、ＰＤＬ（page description language）データ）が表す画像や、記憶部４に予め記憶
される画像を印刷する場合にも適用可能である。また、本発明は、印刷装置１にＦＡＸ受
信装置が備えられている場合には、ＦＡＸ受信された画像信号が表す画像を印刷する場合
にも適用可能である。この場合、印刷データが表す画像や、記憶部４から読み出される画
像や、ＦＡＸ受信された画像信号が表す画像が印刷対象の画像に相当する。なお、この場
合、制御部２は、Ｓ１０１（図６参照）のステップにおいて、印刷対象の画像そのものか
ら推奨サイズを特定するとともに、Ｓ１０９のステップにおいて、印刷対象の画像の印刷
のみを行えばよい。また、この場合、必ずしも、印刷装置１に原稿読み取り装置１０が備
えられていなくてもよい。
【００５９】
　また、例えば、Ｓ１１０（図６参照）で制御部２が、印刷用紙の収容方向を示す情報を
表示部８にさらに表示することで、印刷用紙の収容方向をユーザに案内してもよい。
【００６０】
　また、例えば、制御部２は、推奨サイズの印刷用紙を収容可能な給紙トレイ２２がない
場合、Ｓ１０５以降のステップを実行せずに、予め定められたエラー情報を表示部８に表
示してもよい。
【００６１】
　また、例えば、制御部２は、ＡＰＳ対象トレイとなる給紙トレイ２２がない場合、すな
わち、ＡＰＳ対象トレイのトレイ番号が記憶部４に1つも記憶されていない場合、Ｓ１０
７以降のステップを実行する代わりに、以下に説明する処理を実行してもよい。すなわち
、制御部２は、Ｓ１０７以降のステップを実行する代わりに、Ｓ１０４で特定した給紙ト
レイ２２のうち、ＡＰＳ機能の適用対象外とする設定がなされていることのみが原因でＡ
ＰＳ対象トレイとされなかった給紙トレイ２２、のトレイ番号を表示部８に表示させても
よい。この場合、制御部２は、通常コピー実行操作が行われたときは、例えば図７ＡのＳ
１０６Ｂで給紙トレイ[ｉ]が故障中でないと判定された場合に、給紙トレイ[ｉ]のトレイ
番号を、エラー表示用トレイ番号として記憶部４に保存し、Ｓ１０６Ｃのステップに進む
。また、特別コピー実行操作が行われたときは、例えば図７ＢのＳ１０６ａで給紙トレイ
[ｉ]に厚紙が収容されていると判定された場合に、給紙トレイ[ｉ]のトレイ番号を、エラ
ー表示用トレイ番号として記憶部４に保存し、Ｓ１０６Ｃのステップに進む。そして、Ａ
ＰＳ対象トレイとなる給紙トレイ２２がない場合、制御部２が、Ｓ１０７以降のステップ
を実行する代わりに、記憶部４に記憶されるエラー表示用トレイ番号を表示部８に表示す
ればよい。表示部８を参照したユーザは、表示部８に表示されるトレイ番号の給紙トレイ
２２に関し、ＡＰＳ機能の適用対象外とする設定を解除しさえすればよいことがわかる。
【符号の説明】
【００６２】
　１　印刷装置、２　制御部、４　記憶部、６　操作入力部、８　表示部、１０　原稿読
み取り装置、１２　原稿台、１２ａ，１２ｂ　ガイド、１４　ＡＤＦ部、１６　画像読取
ユニット、１８　センサ部、１８ａ，１８ｂ　センサ、２０　画像形成装置、２２　給紙
トレイ、２４　搬送ローラ、２５　搬送路、２６　画像形成ユニット、２８　排出トレイ
、３０　推奨サイズ、３２　ＡＰＳ対象トレイ番号、３４　文字列。
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